
ところざわサクラタウン
所沢航空公園

防衛医大病院

平林寺

和光樹林公園

東所沢駅

(仮称)大泉学園町駅

光が丘駅

■東京１２号線

(仮称)清瀬北部駅

(仮称)新座中央駅
(仮称)清瀬市内駅

(仮称)新座市内駅

（ 【出典】 人口メッシュ︓ 国政局「250mメッシュ別将来推計人口データ」
延伸ルート案︓新座市都市高速鉄道12号線延促進期成同盟会「都市高速鉄道12号線延伸に向けた基礎調査【報告書】」 （北側案の駅位置は基本ルートのみを記載）

エミテラス所沢

凡例
計画ルート案
東京都事業区間
施設など
鉄道駅

1

1 - 100
101 - 500
501 - 2500
2501 -

１．延伸想定地域の将来の状況
１ー１ 人口密度（2070年）と都市計画道路、居住誘導地域の状況（東京１２号線）
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（ 【出典】 人口メッシュ︓ 国政局「250mメッシュ別将来推計人口データ」
誘導区域︓各自治体立地適正化計画より 延伸ルート案︓令和７年６月期成同盟会報告書より）
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１ー２ 人口密度（2070年）と都市計画道路、居住誘導地域の状況（東京８号線）
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１ー３ 人口密度（2070年）と都市計画道路、居住誘導地域の状況（日暮里・舎人ライナー）
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1 - 100
101 - 500
501 - 2500
2501 -

１．延伸想定地域の将来の状況



イオンスタイル入間

上北台駅

箱根ヶ崎駅

防衛医大病院

早稲田大学

ベルーナドーム

西武園ゆうえんち

都立狭山公園

イオンモール
武蔵村山

村山医療センター

三井アウトレットパーク入間
コストコホールセール入間倉庫店

西埼玉病院

東大和病院

トトロの森

■多摩都市モノレール

茶の葉テラス

多摩湖

狭山湖

１ー４ 人口密度（2070年）と都市計画道路、居住誘導地域の状況（多摩都市モノレール）

凡例
計画ルート案
延伸区間
施設など
鉄道駅
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３ 日暮里・舎人ライナー利用者の実態調査
３．１ 実施概要

（１）実施時期︓配布日 令和2年1月30日(木)、31日(金)、2月3日(月)、回収日 2月14日(金)まで
（２）配布方法︓沿線区営自転車駐車場13か所で利用者に配布、沿線マンション等のポストへ投函、区内９駅での配布
（３）配布数及び回答数︓配布数 6,650件、回答数 1,444件、回答率 21.7%

３．２ 調査結果（抜粋）

３．３ 分析結果（抜粋）
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（人）（人）
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【出典】 令和2年４月２２日 足立区 交通網・都市基盤整備調査特別委員会 資料



３ 日暮里・舎人ライナー利用者の実態調査

３．４ 日暮里・舎人ライナーに関する自由意見（一部抜粋）

• なるべく早期にロングシートの新型車両を全車で導入して頂きたい。
• ５両編成を６両編成にしてほしい。
• 山手線のようにラッシュ時には座席をなくすなどして、より多くの人が乗車

できるようにしてほしい。

• ７:００〜８:００くらいまで、２、３分に１本は来てほしい。
• 朝のラッシュ時、途中駅から始発発車を走らせるなどして、人の多さを分

散できるようにしてほしい。
• 急行が出来ると便利で混雑も減ると思います。
• 停車時間を少し短かくして本数を増やしてほしい。

（３）駅構内・ホームについて
• 将来を見越してホームの拡張（車両増設）をしてほしい。

（４）他の公共機関について
• 同じ路線を走っているバスも利用できる共通定期があれば、気軽にバス

を利用できると思います。

利用者の声の項目別件数

車両
運行
車両設備
マナー
駅構内・ホーム
他の公共交通機関
駅係員・警備員
遅延等トラブル時

47％

利用者の声のうち、路線や混雑に関する意見を抜粋

565
324
146
59
43
29
27
14

合計 1207

12％

27％

5％
4％

2％ 2％ 1％
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参考︓第4回会議で出された意見に対する対応

8

資料
番号対応第4回会議での意見

２時間帯別の混雑度の資料を作成。
通勤時間帯に道路混雑がどうなっているのかは地域にとって非常に重要。日中の道路交通
量が卓越しているとか、通勤時間の道路混雑が半端ではないとかによって様々な整備効果も
見えてくるので、時間帯ごとの情報があれば確認すべき。

１将来（2070年）の人口推計による人口密度、計画中の
都市計画道路居住誘導地域を重ね合わせた図を作成。

鉄道の延伸を考えていく中で、何年か先と、その時の道路の状況というのを合わせて議論しな
くてはいけない。将来道路網のネットワークの検討と、その時の交通量調査などのデータを見な
がら議論したい。
人口の状況に公共交通の観点も併せて時間軸で想像し、考える。

ー
バスルートについては平成30年度に国土交通省が公表した
データが最初のものであり、時系列の変化がわかるデータはな
い。

時代による交通利便性の変化を把握するためにも、特にこの延伸ルートの周辺、ちょっと離れ
たところも含めてバス本数の時系列の変化がわかるとよい。

１将来（2070年）の人口推計による人口密度、計画中の
都市計画道路居住誘導地域を重ね合わせた図を作成。

実態としての人口密度に加え、今後の変化を考えると、まちづくりの方でどういうビジョンを描い
ているのかということを２つ重ねて見ていくべき

１各路線の沿線自治体の立地適正化計画作成状況を示す
図を作成。

立地適正化計画や居住誘導区域については、策定中の自治体も含め、確認しておくべき。
あとそもそも区域に入っていないところについて、駅ができたときに線引きし直す地域などの整理
が必要

３日暮里・舎人ライナーの利用者アンケートのデータを活用。
日暮里・舎人ライナーの延伸元の沿線の方達の日常生活や移動に関する満足度調査を
行っていれば結果を示すこと。どんな声があるのか、普段どの街に行くのか、そこへの移動が不
便だとか不便でないとか、生活圏にどこがあるなどがわかるとよい。


